
下長中学校の環境教育

1．名 称 「さわやかワークタイム」

2．日 時 平成20年10月1日（水） 8：40～14：30

3．学 年 第1学年（男子124人 女子99人 計223人）

4．場 所 馬淵川（水辺の楽校）

5．ねらい

（1）地域を流れる馬淵川に親しむとともに、「水辺の学校」の役割や目的を理解する。

（2）馬淵川や水辺の楽校の自然を守る人々の存在と活動意義を理解する。

（3）水辺の楽校の環境奉仕作業を通じて、奉仕の精神を養う。

（4）共に活動する中で仲間同士の絆を深める。

6．協力者

・NPO水辺の楽校まべち 理事長 池田光則さん

・NPO水辺の楽校まべち 山本幸夫さん

・国土交通省八戸出張所 笹本さん

7．主な活動内容

（1）講話① 「馬淵川・水辺の楽校の役割」

講師 NPO 水辺の楽校 理事長 池田光則さん

講話② 「馬淵川大堰と魚道について」

講師 国土交通省八戸出張所 笹本さん

（2）水辺の楽校見学並びに清掃奉仕作業

（3）馬淵川自然観察及び河岸清掃奉仕作業

8．成果と課題

（1）生徒の感想文に、「身近な自然に触れることができた」「ふだん気にとめていない自然

を知ることができた」「自然を守るため、いろいろな人が努力していることが分かった」「こ

のままでは自然が破壊される一方である」「みんなで守らなければならない自然なのに、

これほどゴミなどが捨てられ悲しくなった」などの内容が書かれており、これらの感想文の

内容からも初期の目的（ねらい）が達成された。

（2）本教育活動を通じて培われたことが、今後、一人一人の生徒または学級集団の生活面

等で活かされることを大いに期待したいところである。環境教育については、今後も計画

的に取り組ませたいと考えている。

（3）地域の人材や地域にある自然を活用することによって、生徒は、より身近な問題として

捉えることができたように感じた。今後も大いに活用したいと考える。

（4）今回は、総合の時間のまとめ取りということで時間を確保したが、単発的な活動に止ま

らず、日常におけるさまざまな機会（学校行事、教科指導等を関連を持たせながら）を捉

えて、環境について子どもたち一人一人が「考え」「実行する」機会を設定していきたいと

考える。








